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平成２２年度仙台市標準学力検査結果の概要(速報)について 

 
 
１ 実施状況           

（１） 検査の目的 

① 児童生徒の学力の現状や課題を，全市的な規模で的確かつ客観的に把握・分析することによって，学力向上

に関する教育施策の成果と課題を検証し，より効果的な改善を図る。 
② 各学校が，期待正答率及び市の状況との関係において，自校における学力向上に関する教育の成果と課題を

分析し，学習指導の工夫・改善を図る。 
③ 児童生徒一人一人の学力の定着状況を的確に把握し，指導に活かすとともに，個に応じたきめ細かな指導の

充実を図る。 
（２） 検査内容等 

① 検査問題の構成 
   □ 「基礎的知識」を問う内容が問題全体のおおよそ８割 
   □ 「応用力」を問う内容が問題全体のおおよそ２割（平成２１年度から実施） 
  ② 出題範囲，出題数，検査時間 
   □ 検査する学年の前学年に含まれる学習内容（小学校５年生は，小学校４年生の学習内容を基にした検査） 

□ 問題数は毎年一部増減があり（ほぼ昨年度と同数），検査時間は昨年までに同じ 
対象学年 検査時間 

小学校２年生 各教科２０分 
小学校３年生～小学校６年生 各教科４０分 
中学校１年生～中学校３年生 各教科４５分 

（３） 対象学年と教科 

対象学年 ／ 対象教科は○印 国語 社会 算数･数学 理科 英語 
小学校２年生 ○ ― ○ ― ― 
小学校３年生 ○ ― ○ ― ― 
小学校４年生 ○ ○ ○ ○ ― 
小学校５年生 ○ ○ ○ ○ ― 
小学校６年生 ○ ○ ○ ○ ― 
中学校１年生 ○ ○ ○ ○ ― 
中学校２年生 ○ ○ ○ ○ ○ 
中学校３年生 ○ ○ ○ ○ ○ 

（４） 実施日    平成２２年４月１４日（水）を原則とし，４月１２日（月）～１６日（金）の週に実施 
（５） 実施校数   全市立小学校１２５校 全市立中学校６３校 中等教育学校１校 
（６） 実施人数   受検率の合計は昨年より上昇，在籍数は平成２２年５月１日現在のもの  

対象学年 ／ 人数等 在籍人数 受検人数 受検率(%) 
小学校２年生 ８，８８０ ８，７４４ ９８．５

小学校３年生 ９，０６３ ８，９３１ ９８．５

小学校４年生 ９，２６５ ９，１４９ ９８．７

小学校５年生 ９，２００ ９，０６０ ９８．５

小学校６年生 ９，３７６ ９，２２２ ９８．４

小学校計 ４５，７８４ ４５，１０６ ９８．５

中学校１年生 ８，６５３ ８，６４２ ９９．９

中学校２年生 ８，７５３ ８，５９６ ９８．２

中学校３年生 ８，７３３ ８，３４６ ９５．６

中学校計 ２６，１３９ ２５，５８４ ９７．９

総計 ７１，９２３ ７０，６９０ ９８．３
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２ 検査結果  

 
※ 期待正答率について 

     学習指導要領に基づき，学習を終えた段階で，到達してほしいラインを，標準学力検査の作成業者が正答

率で表したもの。その際，国立教育政策研究所の「小・中学校教育課程実施状況調査」の結果を参考に，

問題ごとの期待正答率を設定し，全国の抽出校で検査の試行を行って補正したもの。 
 

（１） 学年・教科ごとの期待正答率と市平均正答率(全体・基礎的知識・応用力)  

   □ 網掛けは期待正答率を５ポイント以上上回ったもの。▼は期待正答率を５ポイント以上下回ったもの。 
▽は期待正答率を５ポイント未満下回ったもの。                     (単位：％) 

全体 基礎的知識 応用力 
 学年 教科 

期待正答率 市正答率 期待正答率 市正答率 期待正答率 市正答率 
国語 ７８．８ ８３．５ ８１．８ ８７．０ ６２．５ ６３．８

２年 
算数 ８３．９ ９２．５ ８５．３ ９４．３ ４０．０ ４１．０

国語 ７３．９ ７５．８ ７６．８ ７９．５ ５５．０ ▽５２．２
３年 

算数 ７５．６ ８２．６ ７７．８ ８５．３ ６４．２ ６９．２

国語 ７１．２ ７３．６ ７４．３ ７６．８ ５５．０ ５６．９

社会 ６４．２ ６４．６ ６６．０ ６６．５ ５５．０ ５５．３

算数 ７１．８ ７８．２ ７５．５ ８２．６ ５２．５ ５５．５
４年 

理科 ７６．５ ７９．６ ７７．８ ８１．０ ７０．０ ７２．８

国語 ６６．０ ６８．３ ７０．７ ７４．５ ４１．３ ▼３６．２

社会 ６５．０ ６５．８ ６７．４ ６８．４ ５４．０ ▽５３．９

算数 ７３．４ ７９．１ ７５．５ ８１．１ ６２．５ ６８．０
５年 

理科 ６７．１ ６７．７ ６８．８ ６９．４ ５９．０ ５９．４

国語 ６７．６ ７２．１ ７０．７ ７５．３ ５１．３ ５５．４

社会 ６８．６ ７１．４ ７１．７ ７５．１ ５２．０ ▽５１．４

算数 ７０．０ ７７．１ ７２．７ ８０．１ ５５．８ ６１．２

小

学

校 

６年 

理科 ７１．３ ７４．８ ７２．０ ７５．３ ６７．０ ７２．４

国語 ７０．０ ７１．０ ７３．１ ７４．７ ５５．０ ▽５３．３

社会 ５９．９ ６０．０ ６１．７ ６２．４ ５０．８ ▽４８．９

数学 ７１．３ ７８．６ ７２．５ ８０．１ ６５．０ ７１．５
１年 

理科 ６２．４ ６３．０ ６４．４ ６４．７ ５４．３ ５６．５

国語 ７０．８ ７５．４ ７４．０ ８０．０ ５５．０ ▽５２．４

社会 ６３．１ ６３．７ ６７．６ ６８．７ ３７．０ ▽３４．４

数学 ６４．６ ６９．７ ６４．７ ７０．１ ６４．２ ６８．０

理科 ６１．９ ６２．４ ６６．０ ６６．５ ４１．７ ４２．５

２年 

英語 ６８．４ ７２．０ ７３．３ ７７．５ ５１．９ ５３．７

国語 ６８．８ ７０．７ ７２．０ ７５．１ ５３．０ ▽４９．１

社会 ５６．６ ▽５５．２ ５９．８ ▽５８．６ ４０．８ ▽３８．３

数学 ６１．２ ６６．５ ６４．５ ７０．３ ４３．０ ４５．０

理科 ６２．４ ６３．７ ６４．０ ６５．３ ５３．０ ５４．６

中

学

校 

３年 

英語 ６３．４ ６７．３ ６８．８ ７４．３ ４７．８ ▽４７．１

  [結果について] 
① 小学校 

    □ 基礎的知識における平均正答率は，すべての学年，教科で期待正答率を上回っている。 
    □ 応用力における平均正答率は，国語の５年生で期待正答率を５ポイント以上下回った。国語の３年生，社

会の５年生，６年生を除いた学年，教科で期待正答率を上回っている。 
   □ 期待正答率を５ポイント以上上回ったのは，次のとおりである。 

検査内容 期待正答率を５ポイント以上上回った教科（学年） 
基礎的知識 国語（２年），算数（２年 ３年 ４年 ５年 ６年） 
応用力 算数（３年 ５年 ６年），理科（６年） 
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 ② 中学校 
   □ 基礎的知識おける平均正答率は，社会の３年生以外は，すべて期待正答率を上回っている。 
   □ 応用力における平均正答率は，国語の全学年，社会の全学年，英語の３年生で期待正答率を若干下回った。 

□ 期待正答率を５ポイント以上上回ったのは，次のとおりである。５ポイント以上下回ったものはなかった。 
検査内容 期待正答率を５ポイント以上上回った教科（学年） 

基礎的知識 国語（２年），数学（１年 ２年 ３年），英語（３年） 
応用力 数学（１年） 

 

（２） （小学校）正答率が期待正答率と同等以上の児童の割合 

① 基礎的知識                                      （単位：％）  
対象学年／期待正答率同等以上の割合 国語 社会 算数･数学 理科 

小学校２年生 ８０．８ ― ９４．２ ― 
小学校３年生 ７３．１ ― ８５．７ ― 
小学校４年生 ７１．１ ６３．９ ８５．２ ７６．０

小学校５年生 ７６．９ ６８．０ ７９．６ ６４．７

小学校６年生 ７８．１ ７４．５ ８３．１ ６９．９

  [結果について] 
□ ほぼ７割以上の児童が期待正答率と同等以上の正答率となっており，国語・算数は学年を問わず高い傾

向にある。特に，算数においては，各学年とも概ね８割以上と，高い割合である。 
② 応用力                                        （単位：％） 

対象学年／期待正答率同等以上の割合 国語 社会 算数･数学 理科 
小学校２年生 ４６．４ ― ４１．０ ― 
小学校３年生 ５９．９ ― ７０．１ ― 
小学校４年生 ６８．２ ６７．０ ６８．７ ６０．９

小学校５年生 ５２．３ ６２．４ ６９．６ ６６．４

小学校６年生 ６６．８ ５５．８ ５６．２ ６１．６

 [結果について] 
    □ ２年生の国語と算数では期待正答率と同等以上の児童の割合が低い傾向が見られるが，３年生の算数で

は最も高く，学年，教科により，大きなばらつきが見られる。社会は学年が進むにつれて同等以上の児

童の割合が低くなる傾向が見られる。 
 
（３） （中学校）正答率が期待正答率と同等以上の生徒の割合 

 ① 基礎的知識                                      （単位：％） 
対象学年／期待正答率同等以上の割合 国語 社会 数学 理科 英語 

中学校１年生 ７０．２ ６３．５ ７９．６ ６２．０ ― 
中学校２年生 ８０．８ ６３．６ ６９．６ ６５．３ ７３．８

中学校３年生 ７９．１ ６１．０ ７３．１ ６１．９ ７１．２

 [結果について] 
□ ほぼ６割から８割の生徒が，期待正答率と同等以上の正答率となっている。国語，数学，英語は学年を

問わず高い傾向にある。特に，２年生の国語で同等以上の生徒が８割を超えた。 
② 応用力                                        （単位：％） 

対象学年／期待正答率同等以上の割合 国語 社会 数学 理科 英語 
中学校１年生 ５８．８ ６１．７ ７２．５ ６０．９ ― 
中学校２年生 ５８．９ ４９．０ ６７．８ ４９．４ ６１．９

中学校３年生 ６１．８ ４２．４ ６３．７ ５５．７ ５７．２

 [結果について] 
□ 学年，教科により，大きなばらつきが見られる。４割から６割前後の生徒が期待正答率と同等以上の正

答率となっている一方で，１年生の数学では７割以上と高い結果になった。社会では学年が進むほど同

等以上の生徒の割合が低くなる傾向が見られ，特に３年生ではその割合が最も低い。 
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（４） （小学校）観点別平均正答率の状況             

   ① 基礎的知識   
    □ 網掛けは期待正答率を５ポイント以上上回ったもの。▼は期待正答率を５ポイント以上下回ったもの。 

▽は期待正答率を５ポイント未満下回ったもの。                   （単位：％） 
 観 点 小学校 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

市の平均正答率 ８５．８ ８３．５ ８３．５ ８５．８ ７９．８国語への関心・意欲・

態度 期待正答率 ８０．０ ８１．０ ７８．０ ６９．０ ７２．０

市の平均正答率 ９６．４ ９４．４ ９４．２ ９０．７ ▼６９．２話す・聞く能力 
期待正答率 ８７．５ ８７．５ ９０．０ ７２．５ ７５．０

市の平均正答率 ７８．７ ▽７６．２ ７１．７ ７８．７ ８４．０書く能力 
期待正答率 ７５．０ ７６．７ ６６．３ ６５．０ ６７．５

市の平均正答率 ▽７４．２ ▽６９．３ ▽６９．４ ▼６０．３ ７３．４読む能力 
期待正答率 ７５．０ ７０．８ ７０．８ ６９．２ ７１．７

市の平均正答率 ９５．１ ８４．７ ７８．９ ７７．８ ７４．１

 
 
 
国 
 
 
語 
 
 
 言語についての知

識・理解・技能 期待正答率 ８７．５ ７８．８ ７５．５ ７３．２ ７０．０

市の平均正答率 ― ― ▽６５．９ ▽６１．９ ６８．５社会的事象への関

心・意欲・態度 期待正答率 ― ― ６７．０ ６２．０ ６６．４

市の平均正答率 ― ― ▽５９．９ ６７．２ ７３．０社会的な思考・判断 
期待正答率 ― ― ６１．８ ６４．７ ６９．５

市の平均正答率 ― ― ６８．９ ７０．５ ７８．１観察・資料活用の技

能・表現 期待正答率 ― ― ６７．１ ６８．３ ７６．１

市の平均正答率 ― ― ６６．８ ７０．８ ７３．８

 
 
社 
 
 
会 
 
 社会的事象について

の知識･理解 期待正答率 ― ― ６６．８ ６８．５ ７０．０

市の平均正答率 ９５．０ ７５．７ ７８．２ ７７．０ ７３．８算数への関心・意欲・

態度 期待正答率 ８３．０ ６９．０ ７０．０ ７２．５ ６８．３

市の平均正答率 ９６．５ ８５．１ ８１．７ ７５．２ ６４．９数学的な考え方 
期待正答率 ８６．７ ７５．３ ７２．２ ７１．４ ６２．５

市の平均正答率 ９４．９ ８７．８ ８４．３ ８３．１ ８２．７数量や図形について

の表現・処理 期待正答率 ８６．３ ８１．２ ７７．９ ７７．０ ７４．３

市の平均正答率 ９２．９ ８２．６ ８０．３ ７９．９ ８２．３

 
 
算 
 
 
数 
 
 数量や図形について

の知識・理解 期待正答率 ８４．４ ７４．２ ７３．２ ７４．０ ７３．１

市の平均正答率 ― ― ８１．５ ▽６２．７ ８２．３自然事象への関心・意

欲・態度 期待正答率 ― ― ７７．９ ６３．８ ７６．７

市の平均正答率 ― ― ８０．３ ７３．７ ７４．８科学的な思考 
期待正答率 ― ― ７６．７ ７０．２ ７１．０

市の平均正答率 ― ― ７７．４ ▼５５．４ ７９．０観察・実験の技能・表

現 期待正答率 ― ― ７５．７ ６１．７ ７５．０

市の平均正答率 ― ― ８３．１ ６９．３ ７４．６

 
 
理 
 
 
科 
 

知識理解 
期待正答率 ― ― ７８．７ ６９．２ ７２．０
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② 応用力  
   □ 網掛けは期待正答率を５ポイント以上上回ったもの。▼は期待正答率を５ポイント以上下回ったもの。 

▽は期待正答率を５ポイント未満下回ったもの。     （単位：％） 
  観 点 小学校 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

市の平均正答率 ６３．８ ６３．９ ５９．４ ▼３６．４ ５９．３思考 
期待正答率 ６２．５ ６２．５ ５６．３ ４５．０ ５５．０

市の平均正答率 ６４．２ ▽４７．０ ５３．０ ▼３６．２ ５９．１判断 
 期待正答率 ６０．０ ５０．０ ５０．０ ４１．３ ５３．８

市の平均正答率 ▽６３．５ ▽５０．２ ５７．２ ▽３５．９ ４７．９

 
国 
 
 
語 

表現 
期待正答率 ６５．０ ５５．０ ５７．０ ３７．５ ４５．０

市の平均正答率 ― ― ▽５７．２ ▽６１．２ ▽５３．９思考 
期待正答率 ― ― ５７．９ ６１．３ ５５．０

市の平均正答率 ― ― ７０．２ ▽４８．９ ▽５１．３判断 
 期待正答率 ― ― ６０．０ ５２．１ ５１．４

市の平均正答率 ― ― ▼２６．１ ５５．３ ▽４８．９

 
社 
 
 
会 

表現 
期待正答率 ― ― ４０．０ ５０．０ ５０．０

市の平均正答率 ４１．０ ６９．４ ５７．５ ７０．２ ６０．７思考 
期待正答率 ４０．０ ６４．０ ５５．０ ６３．９ ５６．７

市の平均正答率 ― ▽６４．７ ５８．３ ▽５４．５ ６０．９判断 
 期待正答率 ― ６６．０ ５０．０ ５８．０ ５５．０

市の平均正答率 ４１．０ ７５．６ ▼３０．８ ７３．９ ６６．３

 
算 
 
 
数 
 

表現 
期待正答率 ４０．０ ６０．０ ４０．０ ６０．０ ５０．０

市の平均正答率 ― ― ７２．５ ６８．５ ７４．１思考 
期待正答率 ― ― ７０．０ ６５．０ ６７．５

市の平均正答率 ― ― ７２．０ ６８．３ ７８．７判断 
 期待正答率 ― ― ７０．０ ６７．０ ７０．０

市の平均正答率 ― ― ７４．５ ▼３４．８ ▼４５．０

 
理 
 
 
科 
 表現 

期待正答率 ― ― ７０．０ ４０．０ ５５．０
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（５） （中学校）観点別平均正答率の状況 

   ① 基礎的知識 
    □ 網掛けは期待正答率を５ポイント以上上回ったもの。▼は期待正答率を５ポイント以上下回ったもの。 

▽は期待正答率を５ポイント未満下回ったもの。                   （単位：％） 
 観 点 中学校 １年生 ２年生 ３年生 

市の平均正答率 ８１．２ ８３．７ ７５．７国語への関心・意欲・

態度 期待正答率 ６２．５ ６２．５ ６２．５

市の平均正答率 ８９．０ ８９．３ ８５．１話す・聞く能力 
期待正答率 ８０．０ ７８．３ ７１．７

市の平均正答率 ７７．９ ８３．３ ７７．３書く能力 
期待正答率 ６３．０ ６３．０ ６３．０

市の平均正答率 ▼５６．８ ▽７１．９ ▼５２．５読む能力 
期待正答率 ６７．５ ７４．２ ７０．８

市の平均正答率 ▽７８．７ ８０．４ ８３．７

 
 
 
国 
 
 
語 
 
 
 

言語についての知

識・理解・技能 期待正答率 ７８．８ ７７．２ ７６．３

市の平均正答率 ▼６１．２ ７１．９ ６７．８社会的事象への関

心・意欲・態度 期待正答率 ６６．７ ７０．０ ６５．８

市の平均正答率 ６２．７ ６３．４ ▽４９．８社会的な思考・判断 
期待正答率 ６０．７ ６１．７ ５４．５

市の平均正答率 ７３．９ ７５．７ ６７．１資料活用の技能・表現 
期待正答率 ７２．６ ７２．５ ６４．３

市の平均正答率 ▽５７．７ ６６．６ ▽５６．６

 
 
社 
 
 
会 
 
 

社会的事象について

の知識・理解 期待正答率 ５８．０ ６６．０ ５８．７

市の平均正答率 ７９．９ ５９．８ ▽５８．８数学への関心・意欲・

態度 期待正答率 ７０．０ ５５．０ ６３．０

市の平均正答率 ８４．５ ７４．０ ６６．９数学的な見方や考え

方 期待正答率 ７４．３ ５８．８ ６０．０

市の平均正答率 ８０．４ ６７．２ ７０．３数学的な表現・処理 
期待正答率 ７３．０ ６４．７ ６３．７

市の平均正答率 ７７．４ ７１．７ ７１．２

 
 
数 
 
 
学 
 
 

数量，図形などについ

ての知識・理解 期待正答率 ７０．８ ６４．２ ６６．５

市の平均正答率 ６２．９ ▽６５．３ ▽５１．０自然事象への関心・意

欲・態度 期待正答率 ６０．０ ６７．５ ５５．０

市の平均正答率 ６９．３ ▽６４．０ ６４．８科学的な思考 
期待正答率 ６５．７ ６６．７ ６０．４

市の平均正答率 ６６．０ ７５．３ ▽５８．３観察･実験の技能・表

現 期待正答率 ６５．６ ７１．７ ６３．０

市の平均正答率 ▽６２．６ ６８．６ ６７．５

 
 
理 

 
 
科 
 
 

自然事象についての

知識・理解 期待正答率 ６４．５ ６６．４ ６７．４

市の平均正答率 ― ９２．３ ８７．７コミュニケーション

への関心・意欲・態度 期待正答率 ― ８１．７ ８０．６

市の平均正答率 ― ▼５４．７ ▼５４．５表現の能力 
期待正答率 ― ６０．０ ６２．５

市の平均正答率 ― ８１．７ ７９．９理解の能力 
 期待正答率 ― ７６．５ ７１．４

市の平均正答率 ― ６９．５ ▽６０．８

 
 
英 
 
 
語 
 
 

言語や文化について

の知識・理解 期待正答率 ― ６６．０ ６１．５
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  ② 応用力 
   □ 網掛けは期待正答率を５ポイント以上上回ったもの。▼は期待正答率を５ポイント以上下回ったもの。 

▽は期待正答率を５ポイント未満下回ったもの。                    （単位：％）      

 観 点 中学校 １年生 ２年生 ３年生 
市の平均正答率 ５７．７ ▼４３．７ ▼５１．６思考 
期待正答率 ５６．７ ５５．０ ５８．０

市の平均正答率 ５８．０ ６３．９ ６６．７判断 
期待正答率 ５８．０ ５７．０ ６１．７

市の平均正答率 ▼３８．４ ▽５０．３ ▽３８．５

 
国 
 
 
語 表現 

期待正答率 ４６．０ ５３．３ ４２．５

市の平均正答率 ５５．９ ▽４０．３ ▽３７．９思考 
期待正答率 ５５．６ ４２．５ ４１．７

市の平均正答率 ５１．３ ▽３４．４ ▽４１．９判断 
期待正答率 ５１．３ ３７．０ ４２．５

市の平均正答率 ▼１１．４ ▽３０．６ ▼２１．８

 
社 
 
 
会 表現 

期待正答率 ３０．０ ３３．３ ３０．０

市の平均正答率 ７０．４ ６８．３ ５７．１思考 
期待正答率 ６５．５ ６５．８ ５１．０

市の平均正答率 ７８．６ ６６．１ ▼３２．９判断 
期待正答率 ７０．０ ６３．３ ３８．０

市の平均正答率 ７４．２ ７２．３ ３５．１

 
数 
 
 
学 
 

表現 
期待正答率 ５５．０ ６０．０ ３２．５

市の平均正答率 ５４．４ ▽４０．７ ▽５３．２思考 
期待正答率 ５２．２ ４１．０ ５４．２

市の平均正答率 ６２．２ ４０．７ ６１．４判断 
期待正答率 ５９．０ ４０．０ ５６．７

市の平均正答率 ▽３７．１ ７４．８ ▽３８．７

 
理 
 
 
科 
 

表現 
期待正答率 ４０．０ ５５．０ ４０．０

市の平均正答率 ― ▽５１．０ ▽４６．４思考 
期待正答率 ― ５３．６ ５０．７

市の平均正答率 ― ５１．０ ▽４２．６判断 
期待正答率 ― ４８．３ ４５．０

市の平均正答率 ― ５６．９ ５１．２

 
英 
 
 
語 

 
表現 

期待正答率 ― ５２．７ ４８．２
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（６） (基礎的知識) 正答率が期待正答率と同等以上の児童生徒の割合の経年変化について   

   □ 下記の表は，基礎的知識の定着について経年の傾向を把握するため作成したものである。 
□ １９年度，２０年度については，全ての検査内容が基礎的知識に関するものであったため全てを下記の集

計対象とした。 
□ ２１年度以降は，問題全体のおおよそ２割を「応用力」に関する内容としたため，検査問題の残り８割で

ある「基礎的知識」に関する内容のみを下記の集計対象とした。 
□ 問題数は毎年一部増減があるが，ほぼと同数と考えることとした。 
□ 検査時間は同じである。 

  
  ① 小学校 

□ 網掛けは２２年度が，２１年度を上回ったもの。                    （単位：％）  
学 年 実施年度 国 語 社 会 算 数 理 科 

２２年度 ８０．８ ― ９４．２ ― 
２１年度 ８０．８ ― ９３．７ ― 
２０年度 ８３．５ ― ９５．２ ― 

２年生 

１９年度 ８２．７ ― ９４．５ ― 
２２年度 ７３．１ ― ８５．７ ― 
２１年度 ７５．１ ― ８６．９ ― 
２０年度 ７９．０ ― ８７．９ ― 

３年生 

１９年度 ７７．７ ― ８６．７ ― 
２２年度 ７１．１ ６３．９ ８５．２ ７６．０

２１年度 ６９．４ ７１．６ ８４．７ ６７．２

２０年度 ７０．１ ８３．１ ８３．４ ７５．７
４年生 

１９年度 ６７．２ ８０．５ ７９．１ ７３．６

２２年度 ７６．９ ６８．０ ７９．６ ６４．７

２１年度 ７６．７ ７９．６ ８０．０ ６９．１

２０年度 ７６．６ ８７．３ ８３．７ ７２．６
５年生 

１９年度 ７１．５ ８５．９ ８０．４ ６７．４

２２年度 ７８．１ ７４．５ ８３．１ ６９．９

２１年度 ７３．４ ６７．７ ７９．５ ７１．２

２０年度 ７８．１ ７４．０ ７９．４ ７６．４
６年生 

１９年度 ７５．２ ７０．４ ７７．９ ７５．５

 [結果について] 
□ 期待正答率と同等以上の児童の割合において，２１年度を上回ったものは，国語の４年生，５年生，６年

生，社会の６年生，算数の２年生，４年生，６年生，理科の４年生となった。 
   □ 社会の５年生は２１年度と比較して１０％以上低下した。 
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② 中学校        
□ 網掛けは２２年度が，２１年度を上回ったもの。                   （単位：％）  

学 年 実施年度 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 
２２年度 ７０．２ ６３．５ ７９．６ ６２．０ ― 
２１年度 ７９．１ ６１．０ ７８．７ ６９．０ ― 
２０年度 ７８．３ ６５．７ ８０．２ ７３．８ ― 

１年生 

１９年度 ７６．３ ６０．１ ７９．０ ７０．８ ― 
２２年度 ８０．８ ６３．６ ６９．６ ６５．３ ７３．８

２１年度 ６９．４ ７３．６ ６５．６ ６８．９ ７４．１

２０年度 ７２．５ ６５．３ ６７．７ ６７．９ ７４．１
２年生 

１９年度 ６９．２ ６４．１ ６６．５ ６６．５ ７６．１

２２年度 ７９．１ ６１．０ ７３．１ ６１．９ ７１．２

２１年度 ７５．８ ６５．２ ６８．３ ６４．１ ６８．６

２０年度 ７３．８ ６６．０ ７２．４ ６９．８ ６７．６
３年生 

１９年度 ６７．４ ６１．４ ７０．２ ６６．５ ６３．５

 [結果について] 
□ 期待正答率と同等以上の生徒の割合において，２１年度を上回ったものは，国語の２年生，３年生，社会

の１年生，数学の１年生，２年生，３年生，英語の３年生となった。 
   □ 社会の２年生は２１年度と比較して１０％低下した。 
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（７） (応用力)正答率が期待正答率と同等以上の児童生徒の割合の経年変化について 

   □ 下記の表は，応用力の定着について経年の傾向を把握するため作成したものである。 
□ 応用力は２１年度から加えたものである。 
□ ２１年度以降，問題全体のおおよそ２割を「応用力」に関する内容とし，下記の集計対象とした。 
□ 問題数は毎年一部増減があるが，ほぼと同数と考えることとした。 
□ 検査時間は同じである。 

  
  ① 小学校 

□ 網掛けは２２年度が，２１年度を上回ったもの。                    （単位：％）  
学 年 実施年度 国 語 社 会 算 数 理 科 

２２年度 ４６．４ ― ４１．０ ― 
２年生 

２１年度 ５２．６ ― ７８．９ ― 
２２年度 ５９．９ ― ７０．１ ― 

３年生 
２１年度 ５４．９ ― ７４．８ ― 
２２年度 ６８．２ ６７．０ ６８．７ ６０．９

４年生 
２１年度 ５０．６ ７０．７ ６１．７ ８０．２

２２年度 ５２．３ ６２．４ ６９．６ ６６．４
５年生 

２１年度 ４４．９ ８０．７ ６７．６ ８８．１

２２年度 ６６．８ ５５．８ ５６．２ ６１．６
６年生 

２１年度 ６４．５ ８１．２ ５８．６ ７７．３

 [結果について] 
□ 期待正答率と同等以上の児童の割合において，２１年度を上回ったものは，国語の３年生，４年生，５年

生，６年生，算数の４年生，５年生となった。 
 

② 中学校        
□ 網掛けは２２年度が，２１年度を上回ったもの。                   （単位：％）  

学 年 実施年度 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 
２２年度 ５８．８ ６１．７ ７２．５ ６０．９ ― 

１年生 
２１年度 ４５．３ ７３．１ ６４．７ ６８．９ ― 
２２年度 ５８．９ ４９．０ ６７．８ ４９．４ ６１．９

２年生 
２１年度 ６２．７ ４６．８ ６６．３ ５４．５ ６３．５

２２年度 ６１．８ ４２．４ ６３．７ ５５．７ ５７．２
３年生 

２１年度 ６１．８ ６９．６ ５８．９ ８１．８ ４６．５

 [結果について] 
□ 期待正答率と同等以上の生徒の割合において，２１年度を上回ったものは，国語の１年生，社会の２年生，

数学の全学年，英語の３年生となった。 
 
 


